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六
輪
一
露
説
の
志
玉
加
注
に
つ
い
て

(243) 

高
橋

悠
介

一
、
は
じ
め
に

六
輪
一
露
説
は
金
春
禅
竹
が
世
阿
弥
能
楽
論
の
影
響
下
に
創
出
し
た
能
楽
論
体
系
で
、
「
寿
輪
」
か
ら
始
ま
る
六
つ
の
円
相
「
六
輪
」
と
、

-354-

コ
露
」
と
呼
ば
れ
る
利
銀
の
図
を
伴
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
テ
ク
ス
ト
は
、
康
正
元
年
(
一
四
五
五
)
に
成
立
し
た
『
六

輪
一
露
之
記
』
で
あ
り
、
六
輪
と
一
露
そ
れ
ぞ
れ
に
禅
竹
の
調
と
図
、
東
大
寺
戒
壇
院
の
僧
・
志
玉
の
注
が
配
さ
れ
、
そ
の
後
に
一
条
兼
良

の
注
と
、
禅
僧
・
南
江
宗
況
の
肢
が
加
わ
っ
て
い
る
。
禅
竹
は
生
涯
を
通
し
て
こ
の
能
楽
論
を
発
展
さ
せ
、
「
六
輪
一
露
之
記
注
』
『
六
輪
一

露
秘
注
(
寛
正
本
・
文
正
本
)
』
な
ど
多
く
の
関
連
伝
書
を
残
し
た
。

こ
う
し
た
六
輪
一
露
説
の
背
景
に
『
拾
玉
得
花
」
を
は
じ
め
と
し
た
世
阿
弥
の
能
楽
論
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

六
輪
一
露
説
を
全
体
と
し
て
み
る
と
仏
教
的
な
要
素
が
多
く
、
特
に
志
玉
加
注
の
意
義
は
も
っ
と
見
直
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
六
輪
一
露
説

は
当
初
は

[
禅
竹
の
詞
と
図
、
お
よ
び
志
玉
加
注
]
だ
け
の
形
(
本
稿
で
は
、
両
者
を
合
わ
せ
た
全
体
を
「
六
輪
一
露
志
玉
注
」
と
呼
び
、

そ
の
一
部
で
あ
る
志
玉
に
よ
る
注
を
「
志
玉
加
注
」
と
呼
ぶ
)
で
完
結
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
西
教
寺
正
教
蔵
に
あ
る
『
六
輪
尺
』

の
よ
う
な
「
六
輪
一
露
志
玉
注
」
だ
け
の
段
階
を
示
す
伝
本
が
現
存
し
て
お
り
、
そ
れ
は
『
六
輪
一
露
之
記
』
の
成
立
を
十
一
年
遡
る
文
安



元
年
(
一
四
四
四
)
に
は
成
立
し
て
い
た
。
伊
藤
正
義
氏
は
、
「
少
な
く
と
も
『
志
玉
注
』
成
立
の
時
点
で
は
、
禅
竹
が
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、

六
輪
一
露
説
に
対
す
る
志
玉
の
加
注
を
得
る
こ
と
で
止
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
後
の
、

い
わ
ゆ
る
『
六
輪
一
露
之
記
』
の
如
き
か
た
ち
に

ま
と
め
る
構
想
は
、
ま
だ
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
が
や
が
て
兼
良
と
の
交
誼
を
得
、
儒
教
的
立
場
か
ら
の
加

注
を
乞
う
に
及
び
、
あ
る
い
は
「
宗
況
題
領
』
を
得
た
あ
た
り
か
ら
、
よ
う
や
く
『
六
輪
一
露
之
記
』
を
意
図
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う

利
」
と
す
る
。
六
輪
一
露
説
全
体
の
背
景
に
は
、
神
・
仏
・
儒
の
教
説
が
複
合
的
に
絡
み
合
っ
て
い
る
が
、
初
期
の
六
輪
一
露
説
の
宗
教
的

背
景
を
考
え
る
上
で
、
志
玉
加
注
の
重
要
性
は
疑
い
な
い
。

六
輪
一
露
説
の
注
釈
的
研
究
は
、
能
勢
朝
次
の
「
『
六
輪
一
露
』
評
釈
」
や
小
西
甚
一
の
一
連
の
研
究
に
よ
っ
て
基
礎
が
築
か
れ
、
『
金
春

古
伝
書
集
成
』
(
以
下
、
[
集
成
]
と
略
称
す
る
)
の
頭
注
・
補
注
で
は
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
進
ん
だ
注
釈
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
そ
の

い
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
禅
竹
は
自
分
自
身
で
書
い
た
論
(
私
詞
)
と
志
玉
の
注
を
交
互
に
配
し
て
お
り
、
内
容
に
多
少
の
距
離
が
あ

中
で
志
玉
加
注
に
つ
い
て
も
多
く
の
部
分
が
解
明
さ
れ
た
が
、
な
お
典
拠
不
明
の
部
分
が
あ
り
、
志
玉
加
注
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
っ
て

る
に
し
て
も
、
両
者
の
対
応
関
係
を
考
え
て
み
る
必
要
は
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
拙
稿
「
禅
竹
能
楽
論
に
お
け
る
「
露
」
の
一
側

面
」
(
『
能
と
狂
言
』
第
五
号
、
二O
O

七
年
五
月
、
以
下
前
稿
と
称
す
)
で
は
、
六
輪
一
露
説
で
最
重
要
と
さ
れ
る
「
一
露
」
に
焦
点
を
当

て
て
、
志
玉
の
華
厳
学
が
禅
竹
に
与
え
た
影
響
の
一
端
を
論
じ
た
。
こ
の
前
稿
に
続
い
て
、
本
稿
で
は
特
に
「
寿
輪
」
と
「
空
輪
」
に
注
目

し
て
「
志
玉
加
注
」
の
枠
組
自
体
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
改
め
て
志
玉
の
学
問
と
禅
竹
能
楽
論
の
関
係
を
考
え
直
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一、

「
志
玉
加
注
」
に
お
け
る
猿
楽
芸
の
位
置
づ
け
と
華
厳
学

志
玉
(
一
三
八
三
1

一
四
六
二
)
は
東
大
寺
戒
壇
院
の
第
十
六
代
長
老
で
あ
る
。
明
で
成
祖
に
『
華
厳
経
』
を
講
じ
戒
を
授
け
て
、
普
一

(242) 



国
師
の
号
を
賜
る
な
ど
、
華
厳
学
僧
と
し
て
名
声
が
高
か
っ
た
。
も
と
は
金
沢
称
名
寺
で
剃
髪
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
戒
壇
院
長
老
の
融
存

の
も
と
で
律
・
華
厳
教
学
を
修
め
、
融
存
の
没
後
に
は
戒
壇
院
長
老
を
継
い
だ
。
永
享
元
年
(
一
四
二
九
)
九
月
に
足
利
義
教
が
南
都
を
巡

(241) 

礼
し
た
際
は
、
戒
壇
院
で
義
教
に
戒
を
授
け
、
義
教
も
志
玉
の
「
華
厳
経
』
講
義
を
聴
聞
し
て
い
る
。
西
教
寺
正
教
蔵
本
『
六
輪
尺
』
に
よ

れ
ば
、
志
玉
は
禅
竹
の
こ
と
を
「
末
世
希
代
之
達
者
、
天
下
第
一
之
上
手
」
な
ど
と
絶
賛
し
て
お
り
、
禅
竹
の
記
し
た
六
輪
一
露
説
の
深
い

趣
旨
に
感
嘆
し
て
注
を
加
え
た
の
だ
と
い
う
。

の
六
輪
と
一
露
そ
れ
ぞ
れ
に
禅
竹
の
詞
と
図
、
志
玉
の
注
が
備
わ
る
の
は
先
述
し
た
通
り
だ
が
、

そ
の
後
に
志
玉
が
芸
能
の
意
義
を
説
い
た
次
の
よ
う
な
政
文
が
あ
る
。
寿
輪
・
空
輸
の
前
に
、
こ
の
記
事
か
ら
検
討
し
た
い
。

さ
て
、
禅
竹
自
筆
本
『
六
輪
一
露
之
記
』

凡
、
歌
舞
遊
興
之
芸
、
似
近
而
遠
、
似
浅
深
。
源
、
仏
智
出
、
久
神
代
始
マ
レ
リo

当
初
、
神
達
天
岩
戸
焼
庭
火
奏
神
楽
給
、
其
来
久
。

ノ
ノ
ハ
ノ
ナ
リ

サ
レ
ハ
安
養
浄
土
管
弦
歌
舞
四
菩
薩
、
弥
陀
如
来
之
変
作
、
金
剛
界
会
嬉
髪
歌
舞
四
菩
薩
、
大
目
覚
王
分
身
。
是
則
、
普
賢
菩
薩
之

ア
リ
ウ
ル
ナ
リ
ヲ
テ
ヲ

内
証
、
衆
芸
童
子
之
法
門
、
迦
葉
尊
者
之
威
儀
、
上
宮
太
子
之
懸
記
ナ
リo

法
相
太
賢
法
師
「
万
行
一
門
、
所
謂
得
レ
意
、
得
レ
意
而

ス
レ
ハ
カ
ナ
フ
ト
シ
ノ
ハ
ノ
ノ
ナ
リ
ト

行
、
皆
栴
法
性
」
尺
、
華
厳
清
涼
大
師
「
挙
足
下
足
尽
文
殊
心
、
見
聞
覚
知
皆
普
賢
行
」
述
給
ヘ
リ

0

ヲ
モ
シ
ロ
サ
シ
カ
キ
リ

F

ウ
ト
ウ
ツ
ノ
ヲ
ト
ハ
キ
コ
エ

春
日
大
明
神
、
長
和
五
年
、
対
寺
務
林
懐
大
僧
都
御
託
宣
云
、
「
打
鼓
吹
笛
、
或
歌
或
舞
、
面
白
無
限
、
筒
々
打
鼓
音
、
開
法
性

ノ
サ
ツ
ト
マ
ウ
ノ
ハ
ウ
ツ
レ
リ
ノ
ニ
ヘ
ハ
ヲ
マ
サ
レ
リ
ニ
モ
テ
フ
ニ
ヲ
モ
シ
マ
シ
マ
シ
ヲ

真
如
之
官
二
楓
々
舞
歌
声
写
四
智
三
明
之
鏡
一
。
思
二
彼
等
結
縁
二
遥
勝
法
施L
云
々
。
以
之
一
思
之
一
、
神
明
仏
陀
感
之
一
、

モ
シ
給
フ
ヲ
ル
ノ
イ
ワ
レ

王
臣
貴
賎
賞
之
一
。
有
其
謂
一
者
欺
。

ニ
レ
ノ
ノ
ア
ニ
ン
ノ
ニ

(
4
)

誠
是
、
即
事
而
真
之
肝
心
ナ
リo

往
生
浄
土
之
直
因
、
山
豆
有
此
外
一
哉
。

4
U
 



ま
ず
、
歌
舞
遊
興
の
芸
(
猿
楽
)

の
源
は
仏
智
よ
り
出
た
と
し
、
神
代
の
天
岩
戸
神
楽
に
始
ま
っ
た
と
す
る
最
初
の
部
分
は
、
「
風
姿
花

伝
第
四
神
儀
」
や
禅
竹
の
『
明
宿
集
』
に
み
ら
れ
る
猿
楽
起
源
伝
承
を
想
起
さ
せ
る
。
「
風
姿
花
伝
第
四
神
儀
」
で
は
、
申
楽
の
神
代
に
お

け
る
起
源
と
し
て
天
岩
戸
神
楽
を
挙
げ
、
そ
の
後
、
仏
在
所
に
お
け
る
起
源
と
し
て
、
釈
迦
の
説
法
の
妨
害
者
を
鎮
め
る
た
め
、
弟
子
た
ち

が
後
戸
で
行
っ
た
六
十
六
香
の
物
ま
ね
に
言
及
す
る
。
さ
ら
に
日
本
で
は
聖
徳
太
子
の
命
に
よ
り
秦
河
勝
が
始
め
た
と
す
る
が
、
『
明
宿
集
』

に
も
同
様
の
記
事
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
上
宮
大
子
ノ
自
筆
ノ
目
録
」
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
志
玉
加
注
に
み
え
る
「
上
宮
太
子
之
懸

記
」
に
対
応
す
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
具
体
的
な
内
容
に
乏
し
い
の
で
確
証
は
な
い
が
、
志
玉
加
注
に
は
こ
う
し
た
猿
楽
起
源
説
を
知
っ
た

上
で
記
さ
れ
た
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る
。
た
だ
し
、
「
風
姿
花
伝
第
四
神
儀
」
は
最
初
に
神
代
の
起
源
を
記
し
て
お
り
、
志
玉
加
注
に
よ
っ

た
と
思
し
き
禅
竹
の
『
歌
舞
髄
脳
記
』
の
冒
頭
で
も
「
其
は
じ
め
を
思
ゑ
ば
、
神
代
よ
り
お
こ
り
て
仏
在
世
に
う
つ
り
、
人
の
世
に
っ
た
は

れ
り
」
と
あ
る
の
に
比
べ
る
と
、
源
は
仏
智
よ
り
出
た
こ
と
を
先
に
記
し
た
上
で
天
岩
戸
神
楽
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
東
大
寺
戒
壇
院
の

守I，
、J

学
僧
と
し
て
の
志
玉
ら
し
い
書
き
方
と
言
え
よ
う
。
全
体
と
し
て
も
、
歌
舞
の
芸
能
が
仏
の
世
界
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
主

な
趣
旨
と
な
っ
て
い
る
。
天
岩
戸
神
楽
に
言
及
し
た
後
は
、
歌
舞
に
関
わ
る
菩
薩
に
つ
い
て
、
阿
弥
陀
如
来
が
姿
を
変
え
た
も
の
で
あ
り
、

あ
る
い
は
大
日
知
来
の
分
身
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

ま
た
、
最
後
に
『
春
日
権
現
験
記
』
巻
十
や
『
と
は
ず
が
た
り
』
巻
四
な
ど
に
み
え
る
春
日
明
神
の
託
宣
語
を
引
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は

鼓
を
打
ち
、
笛
を
吹
く
こ
と
が
神
仏
へ
の
結
縁
と
な
り
、
ま
た
神
仏
の
心
を
動
か
す
と
い
う
南
都
ゆ
か
り
の
説
話
で
あ
る
。
「
春
日
権
現
験
記
』

に
よ
れ
ば
、
林
懐
僧
都
が
鼓
や
鈴
の
音
を
仏
法
の
障
碍
と
し
て
停
止
し
た
後
、
春
日
社
に
参
龍
す
る
と
、
夢
中
に
現
れ
た
春
日
明
神
の
御
気

色
が
悪
く
、
「
撃
々
と
う
つ
つ
、
み
は
法
性
の
み
や
こ
に
関
へ
、
喋
々
と
ふ
る
鈴
は
四
智
円
明
の
か
h

み
に
う
つ
る
」
と
い
う
託
宣
を
受
け

る
。
験
記
で
は
、
こ
の
後
、
林
懐
が
後
悔
し
、
鼓
の
声
を
と
め
て
は
い
け
な
い
旨
を
下
知
し
た
所
で
終
わ
る
が
、
「
志
玉
加
注
」
で
は
歌
舞
(240) 



音
曲
を
行
う
者
が
結
縁
す
る
程
度
は
、
法
施
を
行
う
こ
と
よ
り
遥
か
に
勝
る
と
さ
れ
て
お
り
、
最
後
は
猿
楽
の
業
は
浄
土
に
往
生
す
る
直
因

と
も
な
る
の
だ
と
締
め
く
く
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
法
に
お
け
る
歌
舞
音
曲
の
意
義
を
説
く
た
め
に
こ
の
説
話
を
引
い
た
意
図
が
顕
著
な

の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
一
連
の
記
事
の
中
で
、
従
来
典
拠
不
明
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
の
が
、
「
衆
芸
童
子
之
法
門
」
と
い
う
箇
所
や
、
「
華
厳
清
涼

大
師
」
す
な
わ
ち
中
国
華
厳
第
四
祖
と
さ
れ
る
澄
観
(
七
三
八
l

八
三
九
)
の
言
説
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
六
輪
一
露
志
玉
注
の
大
き

な
枠
組
は
主
に
澄
観
の
法
界
思
想
か
ら
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
志
玉
の
華
厳
学
と
い
う
観
点
か
ら
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ

る
ま
ず
、
[
集
成
]
は
衆
芸
童
子
に
つ
い
て
未
詳
と
す
る
が
、
『
華
厳
経
』
入
法
界
品
に
お
い
て
善
財
童
子
が
出
会
う
善
智
識
の
一
人
に
、
「
善

知
衆
芸
」
と
い
う
童
子
の
名
が
み
え
る
。
善
財
童
子
は
文
殊
菩
薩
に
勧
め
ら
れ
て
五
十
三
人
の
善
知
識
を
訪
ね
歩
き
、
最
後
に
普
賢
菩
薩
の

も
と
に
至
る
が
、
順
に
数
え
る
と
四
十
四
人
目
に
登
場
す
る
の
が
善
知
衆
芸
童
子
で
あ
る
。
八
十
華
厳
の
巻
第
七
十
六
を
み
て
み
よ
う
。

遍
友
答
一
一
一
口
。
「
善
男
子
。
此
有
一
一
童
子
一
。
名
二
善
知
衆
芸
一
。
学
二
菩
薩
字
智
一
。
汝
可
レ
問
レ
之
。
当
二
為
レ
汝
説

L
。
爾
レ
時
善
財
。
即
至

一
一
其
所
一
。
頭
頂
礼
敬
。
於
一
二
面
一
立
。
白
言
。
「
聖
者
。
我
己
先
発
一
両
蒋
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
一
。
而
未
レ
知
菩
薩
云
三
何
学
二
菩
薩
行
一
。

云
一
一
一
何
修
一
一
菩
薩
道
一
。
我
間
二
聖
者
一
。
善
能
誘
誇
。
願
為
レ
我
説
」
。
時
彼
童
子
。
告
一
一
善
財
一
言
。
「
善
男
子
。
我
得
二
菩
薩
解
脱
一
。
名

一
一
善
知
衆
芸
一
。
我
恒
唱
一
存
此
之
字
母
一
。
唱
一
阿
字
一
時
。
入
二
般
若
波
羅
蜜
門
一
。
名
以
二
菩
薩
威
力
入
無
差
別
境
界
一
。
唱
二
多
字
一
時
。

入
二
般
若
波
羅
蜜
門
一
。
名
二
無
辺
差
別
門
一
。
唱
二
波
字
一
時
。
入
二
般
若
波
羅
蜜
門
一
。
名
一
一
普
照
法
界
一
。
唱
一
一
者
字
一
時
。
入
二
般
若
波

羅
蜜
門
一
。
名
一
一
普
輪
断
差
別
一
。
(
中
略
)
善
男
子
。
我
唱
一
一
如
レ
是
字
母
一
時
。
此
四
十
二
般
若
波
羅
蜜
門
為
レ
首
。
入
二
無
量
無
数
般
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若
波
羅
蜜
門
一
。
善
男
子
。
我
唯
知
一
一
此
善
知
衆
芸
菩
薩
解
脱
一
。

遍
友
童
子
の
勧
め
に
よ
り
善
財
童
子
が
訪
ね
て
教
え
を
受
け
た
善
知
衆
芸
童
子
は
、
菩
薩
の
字
智
を
学
ん
で
い
る
善
智
識
で
あ
り
、
解
脱

に
入
る
た
め
の
字
母
を
唱
え
て
い
る
。
阿
字
か
ら
始
ま
っ
て
、
多
字
、
波
字
、
者
字
・
:
と
四
十
二
の
字
母
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
け
る

知
恵
の
境
地
(
般
若
波
羅
蜜
門
)
を
、
順
に
善
財
童
子
に
説
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
志
玉
が
猿
楽
を
「
衆
芸
童
子
之
法
門
」
と
位
置
づ
け
た

の
は
、
猿
楽
の
謡
の
側
面
に
注
目
し
て
、
こ
れ
を
仏
法
と
結
び
つ
け
る
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

高
山
寺
や
東
大
寺
で
は
鎌
倉
時
代
以
来
、
善
財
童
子
の
善
知
識
歴
参
を
奉
賛
す
る
華
厳
知
識
供
が
華
厳
海
会
善
智
識
図
を
前
に
行
わ
れ
て

たう
よ『
う善
だ8 知
。衆

-;z:;;: 

童
子
法

い
た
が
、
金
沢
文
庫
に
は
元
応
元
年
(
一
一
三
九
)
に
称
名
寺
三
代
長
老
の
湛
容
が
明
恵
の
真
筆
の
上
に
紙
を
押
し
あ
て
て
書
写
し
た
と
い

一
巻
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
衆
芸
童
子
が
多
く
の
善
知
識
の
な
か
で
も
単
独
で
重
ん
じ
ら
れ
る
よ
う
な
面
も
あ
っ

Q
J
 

な
お
、
八
十
華
厳
で
は
、
善
知
衆
芸
菩
薩
の
解
脱
を
説
明
す
る
中
、
「
能
於
二
切
世
出
世
間
善
巧
之
法
一
。
以
レ
智
通
達
。
到
一
一
於
彼
岸

L
、
「
世

間
所
有
技
芸
莫
レ
不
一
一
該
艇
一
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
技
芸
は
、
具
体
的
に
は
文
字
・
算
数
の
理
解
か
ら
天
文
・
地
理
な
ど
の
観
察
能
力
に
及

ぶ
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
特
に
芸
能
を
指
す
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
「
衆
芸
」
と
い
う
言
葉
も
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。
善
財
童
子
の

求
法
遍
歴
を
図
説
し
讃
を
付
し
た
『
仏
国
禅
師
文
殊
指
南
図
讃
』
に
は
、
「
以
ニ
無
擬
智
一
窮
二
世
間
芸

L
と
も
あ
る
。
(
「
仏
国
禅
師
文
殊
指

仏
国
禅
師
述
」
と
み
え
、
『
金
沢
文
庫
古
書
目
録
』

南
図
讃
』
に
つ
い
て
は
、
凝
然
の
『
花
厳
宗
経
論
章
疏
目
録
』
に
「
文
珠
指
南
図
讃
一
巻

所
収
「
称
名
寺
旧
目
録
」
の
「
貞
享
目
録
」
に
も
書
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
日
本
で
の
享
受
も
知
ら
れ
て
い
る
。
大
東
急
記
念
文
庫

に
蔵
さ
れ
て
い
る
宋
版
に
は
巻
首
に
「
高
山
寺
」
朱
印
記
が
捺
さ
れ
て
い
る
と
い
い
、
小
野
玄
妙
旧
蔵
の
古
写
本
は
建
長
三
年
(
一
二
五
ご
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写
と
い
う
。
)
志
玉
が
「
衆
芸
」
と
い
う
名
前
自
体
に
猿
楽
芸
と
関
わ
る
意
味
合
い
を
込
め
て
「
衆
芸
童
子
之
法
門
」
と
し
た
可
能
性
も
あ

(237) 

ろ
う
。
ま
た
、
入
法
界
品
で
善
智
識
歴
参
の
最
後
に
普
賢
菩
薩
が
登
場
し
、
善
財
童
子
が
そ
の
教
え
を
受
け
て
菩
薩
の
行
を
体
得
す
る
に
至

る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
「
普
賢
菩
薩
之
内
証
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
「
挙
足
下
足
尽
文
殊
心
、
見
聞
覚
知
皆
普
賢
行
」
と
い
う
箇
所
に
つ
い
て
、
[
集
成
]
は
「
出
典
未
詳
。
三
聖
円
融
観
門
な
ど
に
説

く
と
こ
ろ
と
関
連
す
る
か
」
と
す
る
。
文
殊
・
普
賢
の
両
菩
薩
は
、
澄
観
の
『
三
聖
円
融
観
門
』
に
説
か
れ
る
「
三
聖
円
融
観
」
の
三
聖
の

う
ち
の
こ
聖
で
あ
る
。
鎌
田
茂
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
「
三
聖
円
融
観
」
と
は
、
「
田
地
慮
舎
那
仏
と
文
殊
菩
薩
と
普
賢
菩
薩
の
三
聖
が
円
融
相
即
す

る
こ
と
を
観
ず
る
も
の
で
あ
る
。
普
賢
菩
薩
の
理
体
と
文
殊
菩
薩
の
智
用
と
が
相
即
し
て
毘
慮
舎
那
仏
の
徳
が
成
立
し
、
毘
慮
舎
那
仏
の
果

(
仏
果
)
は
二
菩
薩
の
因
を
離
れ
な
い
も
の
で
あ
る
故
に
、
因
果
不
二
で
あ
り
三
聖
円
融
す
る
、
と
い
う
。
し
か
も
、
こ
の
三
聖
は
自
身
の

-360-

心
の
上
に
在
る
も
の
で
あ
る
ゆ
え
に
、
こ
れ
を
知
っ
た
な
ら
ば
念
々
に
因
円
と
な
り
、
念
々
に
果
満
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
観
」
ず
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
。
凝
然
は
『
法
界
義
鏡
』
に
お
い
て
華
厳
の
十
の
観
法
を
挙
げ
た
上
で
、
そ
の
中
で
も
三
聖
円
融
観
と
唯
識
観
の
二
つ
を

重
視
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
三
聖
円
融
観
も
広
い
意
味
で
の
背
景
の
一
つ
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
直
接
の
出
典
は
、
澄
観
の
『
大

方
広
仏
華
厳
経
疏
』
(
以
下
、
『
華
厳
経
疏
』
と
略
称
)
浄
行
品
第
十
一
の
次
の
箇
所
で
あ
る
。

又
悲
智
双
運
名
為
一
一
所
行
一
。
行
越
ニ
凡
小
一
故
称
一
一
清
浄
一
。
以
二
二
乗
無
漏
一
。
不
レ
能
一
一
兼
利
一
非
二
真
浄
一
故
。
得
一
一
斯
意
一
者
。
挙
足
下

足
尽
二
文
殊
心
一
。
見
聞
覚
知
皆
普
賢
行
。
文
殊
心
故
。
心
無
一
一
濁
乱
一
。
是
日
二
清
浄
一
。
普
賢
行
故
。
是
仏
往
修
諸
仏
菩
薩
同
所
行
也
。

所
行
即
浄
。
持
業
釈
也
。



こ
の
「
見
聞
覚
知
」
「
挙
足
下
足
」
と
い
う
言
葉
が
よ
り
柔
ら
か
い
文
脈
で
使
わ
れ
て
い
る
例
を
、
「
夢
中
問
答
集
』
中
に
も
見
出
だ
せ
る
。

古
人
云
、
タ
ト
ヒ
六
通
ヲ
得
タ
リ
ト
モ
、
更
ニ
那
一
通
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
ヘ
シ
ト
云
云
。
那
一
通
ト
者
、
凡
聖
本
来
具
足
シ
テ
、
更
ニ
増

コ
ト
コ
ト
ク
是
此
ノ
那
一
通
ノ
思
力
ナ
リ
。

減
モ
ナ
ク
勝
劣
モ
ナ
シ
。

一
切
ノ
神
通
妙
用
、
及
ヒ
見
聞
覚
知
、
挙
足
下
足
、

『
夢
中
問
答
集
』
で
の
「
見
聞
覚
知
、
挙
足
下
足
」
は
、
我
々
の
普
通
の
知
覚
活
動
や
体
の
動
き
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

例
え
ば
能
〈
巻
絹
〉
に
、
「
挙
足
下
足
の
舞
の
手
を
尽
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
挙
足
下
足
」
に
は
舞
の
動
作
と
結
び
付
く
用
例
が
あ
る
。
志

玉
も
「
挙
足
下
足
」
に
単
な
る
振
る
舞
い
で
は
な
く
、
猿
楽
に
お
け
る
体
の
動
き
の
意
味
を
含
ま
せ
、
そ
の
「
挙
足
下
足
」
を
文
殊
の
心
・

の
言
葉
を
引
い
た
の
だ
ろ
う
。
す
ぐ
前
に
引
か
れ
る
「
法
相
太
賢
法
師
」
の
『
党
網
経
古
誠
一

普
賢
の
行
と
結
び
付
け
て
い
る
『
華
厳
経
疏
」

記
』
巻
上
の
文
句
も
、
意
を
得
て
行
え
ば
万
行
が
法
性
に
か
な
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、
続
け
て
、
そ
の
万
行
の
中
で
も
舞
の
イ
メ
ー
ジ

に
通
じ
る
よ
う
な
「
挙
足
下
足
」
と
い
う
言
葉
を
あ
え
て
経
典
中
か
ら
選
び
出
し
、
引
い
た
志
玉
の
意
図
が
読
み
取
れ
よ
う
。

三
、
寿
輪
と
空
輪
の

「
志
玉
加
注
」l

六
輪
一
露
説
の
円
環
構
造
を
め
ぐ
っ
て

『
六
輪
一
露
之
記
』
で
、
禅
竹
は
ま
ず

夫
、
申
楽
家
業
之
道
者
、
体
尽
美
、
声
成
文
。
是
以
、
不
知
手
之
舞
、
足
之
所
路
也
。
然
則
、
山
豆
非
本
来
無
主
無
物
之
妙
用
哉
。
故
、

仮
得
六
輪
一
露
之
形
、
一
日
寿
輪
、
二
日
竪
輪
、
三
日
住
輪
、
四
日
像
輪
、
五
日
破
輪
、
六
日
空
輪
、

一
露
者
無
上
之
重
位
也
。
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と
い
う
。
こ
の
寿
輪
か
ら
空
輸
ま
で
の
六
輪
自
体
に
円
環
構
造
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
禅
竹
は
、
寿
輪
に
「
第
一

為

寿
輪
、
歌
舞
幽
玄
之
根
源
、
見
風
間
曲
而
、
成
感
之
器
也
。
依

o

円
満
長
久
之
寿
命
、
名
寿
輪
」
と
記
す
一
方
、
空
輪
で
は
「
第
六
空
輸
ハ
、

無
主
無
色
之
位
、
向
去
却
来
ン
テ
、
又
本
〔
ノ
〕
寿
輪
ニ
帰
ス
」
と
記
す
。
図
形
で
み
て
も
、
空
輸
は
、
寿
輪
と
同
じ
く
た
だ
丸
く
円
を
描
い
た
だ

け
の
形
で
あ
る
。
山
木
ユ
リ
氏
は
、
六
輪
一
一
露
説
の
こ
う
し
た
円
環
構
造
は
〈
芭
蕉
〉
を
は
じ
め
と
し
た
禅
竹
の
能
作
品
に
も
通
じ
る
こ
と

を
論
じ
て
い
る
。

一
方
、
志
玉
加
注
の
冒
頭
に
は
、

凡
今
、
此
六
輪
ハ
、
内
典
外
典
之
幽
旨
、
道
理
真
理
之
極
致
也
。
付
内
典
、
又
密
教
之
心
ハ
、
六
大
法
性
ノ
建
立
当
。
顕
宗
之
心
ハ
、

ニ
キ
ハ
マ

真
如
随
縁
之
万
法
流
転
還
滅
之
始
終
、
今
此
ノ
六
位
窮
レ
リo
初
後
ノ
二
位
ハ
、
真
空
無
相
之
根
源
、
中
間
之
四
位
ハ
生
住
異
減
ノ
四
相
ナ
リ
。

と
あ
る
。
志
玉
は
顕
密
両
面
か
ら
注
を
施
し
て
い
る
が
、
志
玉
加
注
の
大
き
な
枠
組
は
華
厳
学
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
は
六
輪
が

「
真
如
随
縁
之
万
法
流
転
還
滅
之
始
終
」
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
前
稿
で
も
ふ
れ
た
通
り
、
華
厳
学
で
は
、

真
如
に
不
変
と
随
縁
の
二
つ
の
義
を
た
て
た
(
法
蔵
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
)
。
「
真
如
随
縁
之
万
法
」
と
は
心
の
本
性
と
し
て
の
真
如
・
法

性
が
さ
ま
ざ
ま
な
縁
に
し
た
が
っ
て
作
動
し
た
現
実
の
諸
法
を
指
し
、
「
流
転
還
滅
之
始
終
」
と
は
、
逆
に
六
道
輪
廻
の
世
界
か
ら
迷
い
を

断
ち
切
っ
て
浬
繋
(
清
浄
心
)
に
入
る
過
程
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
間
の
四
位
が
生
住
異
滅
の
四
相
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
寿

輪
と
空
輸
が
同
じ
く
「
真
空
無
相
之
根
源
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
禅
竹
が
空
輸
で
「
無
主
無
色
之
位
、
向
去
却
来
、
ン
テ
、
又
本
〔
/
〕
寿
輪
ニ
帰
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ス
」
と
記
す
の
に
も
対
応
し
て
い
る
、
だ
ろ
う
。

志
玉
加
注
が
禅
竹
の
構
想
し
た
六
輪
一
露
説
の
円
環
構
造
に
あ
る
程
度
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
寿
輪
と
空
輪
の
志
玉
加
注
を
検

討
す
る
こ
と
で
、
よ
り
は
っ
き
り
す
る
。
ま
ず
、
寿
輪
の
志
玉
加
注
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ナ
リ
ク
モ
シ
モ
ハ
ノ
ス
ト

第
一
ハ
、
無
相
空
寂
之
位
分
、
動
静
一
源
之
妙
体
ナ
リ
0

「
法
性
本
空
寂
。
無
取
一
亦
無
見
一
」
ノ
華
厳
経
ノ
文
、
「
阿
字
第
一
命
、
遍
一
於
情

非
情
L
ノ
大
日
経
ノ
説
、
仏
法
ノ
寿
命
、
只
此
ノ
一
位
ナ
リ
0

検
討
す
べ
き
問
題
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
今
は
寿
輪
と
空
輪
を
構
造
的
に
把
握
す
る
た
め
、
「
動
静
一
源
之
妙
体
」
と
い
う
言
葉
に
注
目

し
た
い
。
[
集
成
〕
の
頭
注
に
は
、
「
華
厳
経
疏
「
動
静
一
源
者
。
法
界
体
也
。
対
上
三
義
約
迷
悟
者
。
動
即
往
也
。
静
即
復
也
。
動
静
迷
倍

難
有
二
門
。
所
迷
真
性
一
源
莫
二
。
莫
二
之
源
即
是
体
也
」
に
基
づ
く
か
」
と
あ
る
が
、
こ
の
頭
注
の
引
用
本
文
は
、
実
際
は
『
華
厳
経
疏
』

で
は
な
く
、
同
じ
く
澄
観
の
『
大
方
広
仏
華
厳
経
随
疏
演
義
紗
』
(
以
下
、
『
演
義
紗
』
と
略
称
)
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
「
動
静
一
源
之
妙
体
」

が
こ
の
引
用
部
分
に
淵
源
す
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、
ま
ず
『
華
厳
経
疏
』
巻
第
一
か
ら
み
て
お
く
と
、
澄
観
は
冒
頭
で
「
往
復
無
際
。
動

静
一
源
。
合
一
一
衆
妙
一
而
有
レ
余
。
超
一
一
言
思
一
而
迫
出
者
。
其
唯
法
界
側
」
と
し
て
い
る
。
『
演
義
紗
」
で
は
こ
れ
を
さ
ら
に
敷
桁
し
て
説
明

し
て
お
り
、
「
謂
迷
一
一
法
界
一
而
往
一
一
六
趣
一
。
去
也
。
動
也
。
悟
一
一
法
界
一
而
復
一
二
心
一
。
来
也
。
静
也
。
皆
法
界
用
也
」
と
し
た
上
で
、
随

縁
/
不
変
と
い
う
真
の
二
義
を
説
く
。
法
界
に
迷
い
六
道
に
往
く
の
が
「
動
」
、
法
界
を
悟
り
一
心
に
返
る
の
が
「
静
」
で
、
両
者
を
二
元

的
に
「
法
界
」
の
用
と
し
て
と
ら
え
る
思
想
で
あ
る
。
志
玉
加
注
の
「
真
如
随
縁
之
万
法
流
転
還
滅
之
始
終
」
と
い
う
言
葉
も
、
こ
の
動
・

静
の
過
程
を
言
い
換
え
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
小
島
岱
山
氏
は
、
澄
観
の
『
演
義
紗
』
巻
十
六
に
お
け
る
『
老
子
』
第
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二
十
五
章
の
引
用
な
ど
を
検
討
し
、
澄
観
は
法
界
を
本
源
的
な
道
と
し
て
理
解
し
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
た
無
限
の
循
環
運
動
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
る
と
し
た
。
ま
た
、
「
動
静
一
源
」
と
い
う
思
想
は
、
王
弼
の
『
周
易
注
』
や
僧
肇
の
『
肇
論
』
、
孔
穎
達
の
『
周
易
正
義
」
な
ど
に
お

け
る
動
静
の
と
ら
え
方
を
基
礎
と
し
て
、
李
通
玄
の
「
新
華
厳
経
論
』
巻
十
五
が
「
総
為
動
寂
一
体
用
」
と
し
た
考
え
方
の
影
響
下
に
形
成

さ
れ
た
と
い
切
o

『
演
義
紗
』
で
は
、
[
集
成
]
頭
注
引
用
部
分
に
続
い
て
、

一
一
対
二
唯
妄
一
者
。
動
即
往
復
。
有
一
去
来
一
故
。
静
即
体
虚
。
相
待
レ
寂
故
。
不
レ
釈
レ
動
以
求
レ
静
。
必
求
二
静
於
諸
動
一
。
必
求
二
静
於
諸
動
一
故
。

難
レ
動
而
常
静
。
則
動
静
名
殊
。
其
源
莫
レ
二
。
莫
二
之
源
。
即
一
体
也
。

三
対
二
返
本
還
源
一
説
。
自
利
静
也
。
利
他
動
也
。
二
利
相
導
化
而
無
レ
化
。
則
不
レ
失
二
源
一
。
為
一
一
法
界
体
一
也
。
若
対
一
主
二
種
無
際
一
者
。

広
多
無
際
動
也
。
際
即
無
際
静
也
。
動
寂
無
擬
為
二
一
源
一
也
。
際
与
一
一
無
際
一
当
体
寂
也
。

と
あ
り
、
動
静
一
源
の
動
/
静
の
対
は
、
往
/
復
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
は
往
復
/
体
虚
、
自
利
/
利
他
に
対
応
し
て
い
る
(
こ
こ
で
、
「
動
寂
」

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
の
も
、
志
玉
加
注
の
「
無
相
空
寂
之
位
分
」
と
い
う
言
葉
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
)
。
ま
た
、
華
厳
の
法

界
思
想
で
は
理
(
真
理
)
/
事
(
個
々
の
事
物
・
現
象
)
の
相
互
関
係
を
一
貫
し
て
問
題
に
し
て
き
た
が
、
「
演
義
紗
』
で
は
『
華
厳
経
疏
』

の
冒
頭
句
を
次
の
よ
う
に
四
法
界
(
事
法
界
・
理
法
界
・
事
理
無
碍
法
界
・
事
事
無
碍
法
界
)
に
配
当
し
て
い
る
。

打
画
法
界
一
。
往
復
無
際
事
也
。
動
静
一
源
具
一
一
三
義
一
也
。
動
即
日
疋
事
。
静
即
是
理
。
動
静
一
源
。
即
事
理
無
擬
法
界
也
。
含
衆
妙
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而
有
余
事
事
無
擬
法
界
也
。
超
言
思
而
迫
出
。
融
二
払
四
法
界
一
。
其
唯
法
界
欺
。
亦
結
一
一
属
四
法
界
一
也
。

「
動
」
は
事
に
、
「
静
」
は
理
に
対
応
し
、
両
者
が
融
通
無
擬
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
空
輸
の
志
玉
加
注
に
は
、

見第

可ハ
キハ

升3 、

物又
一 Oヲ帰

最
初
無
相
之ノ

理

ト
シ
テ
シ
ア
ト
ヲ
タ
ン
ト
シ
ス
ヲ
ヤ
リ
ヤ
テ
カ
サ
、
ヰ
テ
ヤ
ル

空
々
絶
跡
二
湛
々
テ
亡
言
一
。
遣
々
而
重
遣
、

シ
ア
ル
コ
ト
ヘ
キ
ヤ
ル
ト
コ
ロ
ク
ウ
シ
シ
テ

無
レ
有
一
一
可
遣
処
二
空
々
而
又
空
ス
、
不
レ

ノ

と
あ
り
、
「
帰
ス
最
初
無
相
之
一
理
L
と
い
う
部
分
か
ら
は
、
は
じ
め
の
寿
輪
と
最
後
の
空
輪
が
理
に
相
当
し
、
竪
輪
か
ら
破
輪
ま
で
の
展

開
部
分
が
事
に
相
当
す
る
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
「
動
静
一
源
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
寿
輪
の
注
の
中
に
も
、

-365-

す
で
に
そ
こ
か
ら
展
開
し
て
戻
る
円
環
構
造
が
合
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ト
シ
テ
シ
ア
ト
ヲ
ト
シ
テ
シ
ア
ト
ヲ
タ
ン
ト
シ
ス
ヲ

「
空
々
絶
跡
L
以
下
は
、
[
集
成
]
で
も
注
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
空
々
絶
跡L
「
湛
々
テ
亡
言
一
」
の
文
言
は
『
華
厳
経
疏
』

冒
頭
で
「
動
静
一
源
」
の
法
界
を
説
く
中
に
「
雄
二
空
空
絶
じ
誠
一
。
市
義
天
之
星
象
燦
然
。
湛
湛
亡
レ
言
。
而
教
海
之
波
欄
浩
滑
」
と
い
う
形

ヤ
リ
ヤ
テ
カ
サ
ヰ
テ
ヤ
ル

で
み
え
、
「
遣
々
而
重
遣
」
以
下
も
含
め
て
考
え
る
と
『
演
義
紗
』
に
よ
っ
て
い
る
と
思
し
い
。
そ
こ
で
、
「
華
厳
経
疏
』
の
以
上
の
句
を

教
理
的
・
論
理
的
に
説
明
す
る

「
演
義
紗
』
巻
第
一
を
み
て
み
る
。

今
疏
文
中
。
但
略
明
二
其
無
擬
之
義
一
。
文
有
一
三
対
一
初
対
無
相
不
レ
擬
レ
相
。
後
対
無
言
不
レ
擬
レ
言
。
今
初
対
也
。
雄
二
空
空
絶

-
u迩
。

諸
法
性
本
空
。
空
無
一
諸
相
一
。
縁
生
之
法
。
無
性
故
空
。
復
有
二
何
相
一
。
借
レ
空
遣
レ
有
。
有
去
空
亡
。
故
日
二
空
空
一
。
(
中
略
)
経
云
。
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無
中
無
レ
有
レ
二
。
無
二
亦
復
無
。
三
界
一
切
空
。
是
則
諸
仏
見
。
此
即
空
空
也
。
次
云
。
凡
夫
無
二
覚
解
一
。
仏
令
レ
住
二
正
法
一
。
諸

法
無
一
一
所
住
一
。
倍
レ
此
見
一
一
自
身
一
。
則
空
亦
無
一
一
所
住
一
失
。
又
上
無
中
無
有
二
空
也
。
無
二
亦
復
無
空
空
也
。
三
界
一
切
空
成
二
真
空
一

也
。
又
廻
向
品
云
。
法
性
本
無
二
。
無
二
亦
復
無
。
皆
空
空
也
。
言
一
一
絶
誠
一
一
者
。
空
有
斯
絶
。
心
行
処
滅
。
行
処
滅
故
。
漣
不
レ
可
レ
尋
。

謂
若
有
二
有
可
じ
有
。
則
有
一
一
無
可
一
レ
無
。
今
無
一
一
有
可

v
有
。
亦
無
一
一
無
可
一
レ
無
。
以
レ
無
遣
レ
有
。
無
即
日
疋
誠
一
。
以
レ
空
遣
レ
空
空
亦
是
誠
一
。

以
レ
有
レ
遣
故
遣
レ
之
。
又
遣
レ
之
。
以
至
一
一
於
無
遣
一
。
若
以
二
無
遣
一
無
無
遺
亦
是
誠
一
。
有
一
一
所
得
一
故
如
二
鳥
履
一
レ
砂
。
若
無
所
得
当
句

即
絶
。
故
出
現
品
云
。
了
一
一
知
諸
法
性
寂
滅
一
。
知
一
一
鳥
飛
レ
空
無
?
レ
有
レ
迩
。
故
云
一
一
空
空
絶
迩
一
。
以
二
空
空
不
レ
擬
一
恥
、
相
一
。
故
云
一
躍

言
一
。
(
中
略
)
疏
。
湛
湛
亡
レ
言
。
市
教
海
之
波
澗
浩
翰
者
。
二
約
一
一
無
言
不
一
レ
擬
レ
言
也
。
則
以
二
無
言
一
為
レ
本
。
言
即
為
レ
末
。
湛
湛

者
。
即
是
海
水
澄
凝
之
相
。
意
明
下
動
依
二
於
静
一
。
無
言
不
上
レ
擬
一
一
於
言
一
。

い
さ
さ
か
引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
「
空
空
絶
レ
迩
」
に
つ
い
て
は
「
無
相
」
、
「
湛
湛
亡
レ
言
」
に
つ
い
て
は
「
無
舌
己
を
説
く
も
の
と
し
、

ヤ
リ
ヤ
テ
カ
サ
ネ
テ
ヤ
ル
シ
ア
ル
コ
ト
ヘ
キ
ヤ
ル
ト
コ
ロ
'
ク
ウ
シ
シ
テ

そ
れ
ぞ
れ
経
典
か
ら
関
連
部
分
を
引
い
て
説
明
し
て
い
る
。
志
玉
が
「
遣
々
而
重
遣
、
無
レ
有
一
一
可
遣
処
一
、
空
々
而
又
空
ス
、
不
レ
見
一
一

キ
ス
ヲ

可
空
物

L
と
し
た
の
は
、

こ
こ
で
究
極
的
な
空
を
説
明
す
る
中
に
み
え
る
傍
線
部
の
記
事
あ
た
り
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
『
大
乗
起
信
論
』
に
は
言
説
の
相
を
離
れ
た
「
絶
言
真
如
」
を
説
き
、

心
真
如
者
。
即
是
一
法
界
大
総
相
法
門
体
。
(
中
略
)
是
故
一
切
法
従
レ
本
己
来
。
離
一
一
言
説
相
一
離
一
て
名
字
相
一
離
一
一
心
縁
相
一
。
畢
寛
平

等
無
レ
有
一
一
変
異
一
不
レ
可
一
一
破
壊
一
。
唯
是
一
心
故
名
真
如
。
以
一
一
一
切
言
説
一
仮
名
無
実
。
但
随
一
一
妄
念
一
不
レ
可
レ
得
故
。
言
一
一
真
如
一
者
。

(
お
)

亦
無
レ
有
レ
相
。
謂
言
説
之
極
因
レ
言
遣
レ
言
。
此
真
如
体
無
レ
有
レ
可
レ
遣
。
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と
す
る
が
、
空
輸
の
志
玉
加
注
全
体
の
文
脈
が
『
演
義
紗
』
に
近
い
の
は
疑
い
な
い
。

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
志
玉
は
寿
輪
に
お
い
て
も
、
空
輸
に
お
い
て
も
、
澄
観
の
『
演
義
紗
』
に
基
づ
い
て
注
を
施
し
て
お
り
、
両
者

は
共
に
無
相
空
寂
の
法
界
を
指
し
て
い
る
。
志
玉
加
注
に
お
い
て
六
輪
の
初
め
と
終
わ
り
を
縁
取
っ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
澄
観
の
法
界
思

想
で
あ
る
と
ニ
コ
守
え
よ
う
。
志
玉
は
寿
輪
と
空
輸
を
法
界
の
絶
対
的
な
側
面
、
理
の
面
か
ら
と
ら
え
、
両
者
の
間
の
四
輪
は
現
実
的
・
具
体
的

な
側
面
、
事
の
面
か
ら
と
ら
え
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
形
の
上
で
は
禅
竹
の
構
想
し
た
六
輪
一
露
説
の
円
環
構
造
に
も
対
応
し
て

い
よ
、
っ
。

な
お
、
志
玉
加
注
で
寿
輪
に
続
く
四
輪
も
、
寿
輪
を
離
れ
た
別
物
で
は
な
く
、
寿
輪
に
示
さ
れ
た
「
無
相
空
寂
之
位
分
、
動
静
一
源
之
妙

-367-

体
」
が
現
実
世
界
に
立
ち
あ
が
っ
て
い
く
段
階
と
い
え
る
。
寿
輪
に
続
く
竪
輪
(
当
初
は
「
主
輪
」
)
の
志
玉
加
注
に
、
「
第
二
ハ
生
ノ
位
ナ
リ

0

則
、

ヲ
コ
セ
リ
テ
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
ワ
ク

無
相
空
寂
ノ
性
海
ョ
リ
、
有
為
転
変
ノ
一
波
ヲ
起
。
「
性
海
無
風
一
、
金
波
自
涌
」
ノ
棄
柏
大
士
ノ
解
釈
、
此
旨
ヲ
顕
セ
リ
」
と
み
え
る
の
は
、

こ
れ
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。

テ
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
ワ
ク

「
性
海
無
風
一
、
金
波
自
涌
」
の
句
に
つ
い
て
、
[
集
成
]
は
「
『
豊
葦
原
神
風
和
記
』
は
『
形
文
深
釈
』
を
引
用
し
て
こ
の
文
言
を
出

し
て
い
る
」
と
す
る
が
、
志
玉
は
神
道
書
か
ら
で
は
な
く
、
華
厳
学
の
中
で
こ
の
句
を
学
ん
だ
に
違
い
な
い
。
「
棄
柏
大
師
」
は
、
『
新
華
厳

経
論
』
な
ど
の
著
作
で
知
ら
れ
る
李
通
玄
(
六
三
五
1

七
三
O
)
の
こ
と
で
あ
る
。
李
通
玄
の
著
作
の
中
に
い
ま
だ
「
性
海
無
風
一
、
金
波

ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
ワ
ク

自
涌
」
の
句
を
探
し
出
す
こ
と
は
で
き
ず
に
い
る
が
、
こ
の
句
は
『
宋
高
僧
伝
』
巻
十
・
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
八
・
『
五
燈
会
元
』
巻
三

に
み
え
る
哀
州
楊
岐
山
の
甑
叔
禅
師
の
示
衆
の
文
句
を
は
じ
め
、
日
本
で
は
『
竺
仙
和
尚
語
録
』
『
絶
海
和
尚
語
録
』
『
仏
徳
大
通
禅
師
愚
中

和
尚
語
録
』
等
の
禅
宗
の
語
録
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

一
番
注
目
す
べ
き
は
、
志
玉
の
講
義
録
『
華
厳
五
教
章
聴
書
紗
』
(
『
華
厳
五
教
章
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見
聞
』
の
異
名
も
あ
り
)
の
中
に
、
「
性
起
」
と
い
う
概
念
の
聡
と
し
て
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。

凡
ソ
於
縁
性
ノ
二
門
一
若
別
論
ス
レ
ハ
如
一
一
天
与
ト

j
u地
。
若
合
論
レ
ハ
則
縁
性
不
二
ニ
シ
テ
如
一
寸
水
ト
与
ト

j
u波
。
(
中
略
)
私
-
二
ア
つ
縁
起
ト
者
於
二
テ
全

真
法
界
ノ
大
用
-
一
一
談
ス
レ
之
ヲ
也
。
故
ニ
性
起
者
性
海
ニ
無
シ
テ
レ
風
金
波
白
ラ
動
ク
意
也
。
還
源
観
ニ
云
ク
「
依
体
起
用
名
為
性
起
起
応
万
差
故

日
繁
興
」
失
。
行
願
記
ニ
云
ク
「
性
起
ト
者
謂
法
界
性
全
体
起
為
一
切
諸
法
ト

o

法
相
宗
ハ
説
真
如
一
向
凝
然
不
反
ト
故
ニ
無
性
起
ノ
義
。
此
宗

ノ
所
説
真
性
洞
然
霊
明
全
体
即
用
故
法
か
常
為
万
法
法
か
常
自
寂
然
」
失
。
然
ト
モ
性
起
ハ
当
章
ノ
意
ナ
ラ
ハ
法
界
縁
起
ノ
所
摂
也
云
云
。

(
お
)

不
レ
か
。
大
ナ
ル
論
議
也
。

「
還
源
観
」
は
「
修
華
厳
奥
旨
妄
尽
還
源
観
』
、
「
行
願
記
」
は
中
国
華
厳
第
五
祖
宗
密
の
『
華
厳
経
行
願
品
疏
紗
』
で
あ
る
。
こ
の
「
華

厳
経
行
願
品
疏
紗
』
に
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
法
界
性
の
全
体
が
起
っ
て
現
実
の
諸
法
と
な
る
と
す
る
の
が
華
厳
の
性
起
思
想

テ
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
ワ
ク

で
あ
る
。
理
法
界
が
用
を
お
こ
し
て
事
と
し
て
現
れ
る
、
そ
の
現
れ
方
を
表
現
し
た
の
が
「
性
海
無
風
一
、
金
波
白
涌
」
の
句
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
六
輪
一
露
説
に
当
て
は
め
れ
ば
、
志
玉
は
寿
輪
の
無
相
空
寂
の
世
界
が
、
そ
の
ま
ま
現
実
の
差
別
相
と
し
て
立
ち
上
が
っ
て
く
る
こ

と
を
示
そ
う
と
し
た
の
、
だ
ろ
う
。

四
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
志
玉
加
注
の
典
拠
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
そ
の
枠
組
を
考
察
し
、
志
玉
な
り
に
禅
竹
の
構
想
し
た
能
楽
論
の
円
環
構
造
に

対
応
す
る
注
を
付
け
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
『
六
輪
一
露
之
記
』
の
冒
頭
で
、
禅
竹
は
猿
楽
芸
を
「
本
来
無
主
無
物
之
妙
用
」
で
あ
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る
と
す
る
。
こ
の
冒
頭
は
落
合
博
志
氏
の
推
測
す
る
通
時
、
志
玉
加
注
を
受
け
て
編
集
段
階
で
記
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
寿
輪
で
「
歌

舞
幽
玄
之
根
源
、
見
風
間
曲
而
、
成
感
之
器
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
能
が
感
動
を
呼
び
お
こ
す
過
程
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
禅
竹
が
当
初

か
ら
あ
る
根
源
的
な
存
在
を
想
定
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
具
体
的
な
歌
舞
幽
玄
の
世
界
が
立
ち
あ
ら
わ
れ
た
後
、

最
後
に
は
ま
た
も
と
の
根
源
的
な
世
界
に
戻
る
と
い
う
体
系
が
、
禅
竹
自
身
の
「
私
詞
」
か
ら
読
み
取
れ
る
。
志
玉
は
禅
竹
原
案
の
こ
の
面

に
注
目
し
て
、
そ
こ
に
澄
観
の
法
界
思
想
を
あ
て
は
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
言
及
で
き
な
か
っ
た
問
題
も
多
い
が
、
稿
を
改
め
て
論

じ
た
い
。

hz (
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

伊
藤
正
義
『
金
春
禅
竹
の
研
究
』
(
赤
尾
照
文
堂
、
一
九
七

O
年
)
。

『
金
春
古
伝
書
集
成
』
(
わ
ん
や
書
店
、
一
九
六
九
年
)
。

西
教
寺
正
教
蔵
本
『
六
輪
尺
』
は
、
禅
竹
自
筆
の
『
六
輪
一
露
之
記
』
と
比
べ
る
と
多
少
異
な
っ
た
点
が
あ
り
、
落
合
博
志
「
西
教
寺
正
教
蔵
本
『
六

輪
尺
』
に
つ
い
て
i

紹
介
と
研
究
」
(
『
能
楽
研
究
』
第
十
三
号
、
一
九
八
八
年
三
月
)
に
詳
し
い
が
、
本
稿
の
論
旨
の
上
で
は
特
に
問
題
と

な
ら
な
い
た
め
、
今
は
禅
竹
自
筆
の
『
六
輪
一
露
之
記
』
に
よ
っ
て
志
玉
加
注
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

(
4
)
以
下
、
『
六
輪
一
露
之
記
』
の
引
用
は
『
金
春
禅
竹
自
筆
能
楽
伝
書
』
(
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
年
)
に
よ
る
。

(
5
)
『
歌
舞
髄
脳
記
』
『
明
宿
集
』
の
引
用
は
、
『
金
春
古
伝
書
集
成
』
に
よ
る
。

(
6
)な
お
、
「
管
弦
歌
舞
四
菩
薩
」
に
つ
い
て
は
不
詳
だ
が
、
長
門
本
『
平
家
物
語
』
巻
第
二
十
の
大
原
御
幸
の
場
面
で
、
寂
光
院
の
御
寝
所
に
琴

と
琵
琶
が
一
面
ず
つ
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
管
弦
歌
舞
の
菩
薩
、
来
迎
の
儀
式
を
、
思
食
や
る
に
や
と
、
あ
は
れ
な
り
」
(
麻
原

美
子
編
『
長
門
本
平
家
物
語
の
総
合
研
究
』
勉
誠
出
版
、
一
九
九
九
年
)
と
あ
り
、
同
様
の
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。

(
7
)
『
日
本
絵
巻
物
全
集
四
春
日
権
現
験
記
絵
』
(
角
川
書
店
、
一
九
六
三
年
)
。

(
8
)禅
竹
自
身
も
『
明
宿
集
』
の
中
で
志
玉
加
注
の
「
万
行
一
門
ア
リ
」
以
下
の
句
(
太
賢
『
党
網
経
古
誠
一
記
』
巻
上
)
を
引
い
た
上
で
、
「
タ
マ
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心
正
直
ニ
シ
テ
私
ナ
ク
、
翁
ノ
メ
グ
ミ
ヲ
タ
ツ
ト
ミ
、
此
業
ヲ
ナ
サ
パ
、
往
生
直
路
ノ
用
道
ナ
ニ
事
カ
コ
レ
ニ
シ
カ
ン
」
と
往
生
に
つ
な
が

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

(
9
)大
正
蔵
第
十
巻
四
一
八
a

一
1

(
叩
)
納
富
常
天
『
鎌
倉
の
教
学l
金
沢
文
庫
資
料
を
中
心
と
し
た
華
厳
教
学
』
(
鎌
倉
国
宝
館
、
一
九
六
四
年
)
。

(
日
)
こ
の
他
、
『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』
巻
第
一
回
目
頭
の
開
堂
の
示
衆
の
宣
言
文
に
、
善
知
衆
芸
に
基
づ
く
話
が
み
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
小
島
岱

山
氏
「
大
慧
宗
果
に
与
え
た
李
通
玄
の
影
響
」
(
『
松
ケ
丘
文
庫
研
究
年
報
』
第
十
六
号
、
二

O
O

二
年
三
月
)
に
詳
し
い
。

(
ロ
)
大
正
蔵
第
十
巻
四
一
人c
三
1

、

c

十
四
1

(
日
)
大
正
蔵
第
四
十
五
巻
八
O
四
a

二

(
凶
)
引
用
は
大
日
本
仏
教
全
書
に
よ
る
。
『
続
日
本
絵
巻
大
成
叩
阿
字
義
華
厳
五
十
五
所
絵
巻
法
華
経
絵
巻
』
(
中
央
公
論
社
、
一
九
八
四
年
)

の
解
説
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
以
上
は
、
椎
名
宏
雄
「
『
仏
国
禅
師
文
殊
指
南
図
讃
』
の
諸
本
」
(
『
華
厳
学
論
集
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
七
年
)
に
よ
る
。
椎
名
氏
に
よ
れ
ば

大
正
新
修
大
蔵
経
の
絵
は
宋
版
の
模
刻
本
に
よ
り
な
が
ら
若
干
の
修
正
を
ほ
ど
こ
し
た
改
版
と
い
う
が
、
大
正
蔵
を
見
る
限
り
、
衆
芸
童
子

の
部
分
の
絵
に
は
太
鼓
な
ど
の
楽
器
を
持
っ
た
数
人
が
描
か
れ
て
お
り
、
イ
メ
ー
ジ
の
問
題
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(
同
)
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
の
澄
観
『
三
聖
円
融
観
門
』
の
解
説
(
鎌
田
茂
雄
氏
執
筆
)
。

(
打
)
大
正
蔵
第
三
十
五
巻
六
一
三
a

一
六
j

(
同
)
『
夢
窓
国
師
夢
中
問
答
、
谷
響
集
』
(
勉
誠
社
、
一
九
七
七
年
)
の
国
会
図
書
館
蔵
五
山
版
の
影
印
に
よ
る
。

(
印
)
山
木
ユ
リ
「
荒
れ
た
る
美
」
と
そ
の
演
劇
的
成
立
|
「
芭
蕉
」
・
「
定
家
」
・
「
姥
捨
」
と
禅
竹
の
様
式
」
『
日
本
文
学
』
一
工
ハ
|
五
、
一
九
七
七
年
五
月
)
。

(
却
)
大
正
蔵
第
三
十
五
巻
一
a

冒
頭
1

(
幻
)
大
正
蔵
第
三
十
六
巻
一b
一
一
一1

(
刀
)
小
島
岱
山
「
澄
観
に
お
け
る
老
易
厳
一
致
の
華
厳
思
想
と
四
法
界
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
六
|
二
、
一
九
九
八
年
三
月
)
。

(
お
)
大
正
蔵
第
三
十
六
巻
二
a

一
一
1

(
狙
)
大
正
蔵
第
三
十
六
巻
二c
四
1

(
お
)
大
正
蔵
第
三
十
六
巻
六
c

二
八
1
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大
正
蔵
三
十
二
巻
五
七
六
a

八
1

こ
の
点
は
、
〉
尽
宮
】
i円
出
-
H
d。
B
E
ロ
E

∞
ぽ
巳
R
H
o
p。
ロ
o
m
H
o
g円四
円
。
}
U一
昨F
O
B
-
-
m
Z
1
8

閉
門
町
立
甘
さ
。
ユ
【
目
。
同
一
問
。
回
目
出

E
N
O

ロ
の
町
野
ロ
ョ
(
司
巳
ロ

8
5

ロ

d
E
g
E
q
H
4
2回
、3
3
)
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
〉
3
F
C門
出
・
吋Z
E
E
-
-
氏
は
、
『
華
厳
五
教
章
見
聞
』
で
は
「
金
波
」
の
部
分
が
「
全
波
」

と
な
っ
て
い
る
と
し
、
志
玉
は
本
来
、
「
全
波
」
と
し
た
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
五
教
章
見
聞
』
版
本
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
。
〉
昆
E
門

出
-
H
d
g
s
E
=氏
は
龍
谷
大
学
蔵
の
版
本
に
よ
っ
た
よ
う
で
、
国
会
図
書
館
蔵
・
承
応
三
年
刊
本
(
た
だ
し
本
稿
で
引
用
し
た
刊
本
と
は
別
版

で
外
題
に
「
〈
華
厳
〉
五
教
章
見
聞
」
と
あ
る
本
)
や
東
洋
大
学
哲
学
堂
蔵
本
で
も
「
全
波
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
先
行
す
る
用
例
か
ら
見
る

限
り
、
志
玉
も
「
金
波
」
の
形
で
講
義
し
た
に
違
い
な
い
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
承
応
三
年
刊
本
に
よ
っ
た
。
二
冊
目
「
五
教
章
中
巻
聴
書
紗
末
」
の
五
丁
目
。

注
三
前
掲
論
文
。

(
お
)

(
怨
)

付
記本

稿
は
平
成
二
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨
励
費
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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